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第 4 章ではj慮紙に吸着される胞子形成有効成分のあることを明らかにし、これは既知の sporogen
以タトの牧J質であることを認;めた。
第 5 章では細菌胞子発芽の遅延は胞子内の dipicolinic acidの蓄積量の増大と共に著しくなり、し
たがって早期形成胞子は発芽しやすいが、後期形成胞子は発芽が困難となることを示した。
第 6 章では大量培養した同-条件の胞子の発芽について研究を進め、胞子の活性化の条件ならびに













水産練製品の製造過程に応用し、練込み後、 750 Cで短期間の熱活性化ののち、 3TCで 1~3 時間で発
芽を完了せしめ、ついで900 C 、 50分の処理により高度の熱殺菌効果をあげ、保存性を高める方法を確
立したものである口これらの研究結果は、微生物学的知見とこれを応用した食糧殺菌工学に大きな寄
与をなしたもので、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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